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〇総合評価コメント：公 開 

 

本課題は、軸索終末（プレシナプス）の光刺激によって軸索を逆行するスパイクを発生

させると、神経細胞の細胞体からプレシナプスに向かって伝達するスパイク信号と衝突す

ることで両スパイクが消失するという「スパイク・コリジョン」現象を用いて、広範囲の

脳領域間の神経信号の伝達を追跡する Multi-Linc 法を提唱する独創的な研究課題である。 

研究期間において、ハードウェアとソフトウェアの両面の開発により、既存の Multi-

Linc 法を完全自動化・並列化した次世代 Multi-Linc 法の開発に成功した。ラットを用い

た実証実験により、次世代 Multi-Linc 法が大脳皮質の神経投射を同定できることを示し

た。加えて、チャネルロドプシンをプレシナプスに効率良く発現させる新規光刺激ツール

の開発や、さらにはトランスジェニックマウス/ラットの作製など、次世代 Multi-Linc 法

を運用するための光遺伝学的な基盤技術の整備も進められている。次世代 Multi-Linc 法

を生体応用することによる新たな生命機能の解明までは達成されなかったものの、同法を

用いて情動制御や報酬の脳内回路とそのメカニズムを解明しようとする生物学研究も実

施されている。 

本課題で開発された次世代 Multi-Linc 法や様々な光操作の基盤ツールは、神経投射や神

経メカニズムの研究に新たな展開をもたらすことが期待される。今後は、当初の目的であ

った広範囲の脳領域間の神経投射の同定に対して次世代 Multi-Linc 法を活用し、新たな

生命現象の解明を進めていくことが望まれる。 
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